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令和３年第 12 回仁木町教育委員会定例会会議録

令和３年 12 月６日、仁木町役場｢委員会室｣において、第 12 回仁木町教育委員会定例

会を開催。

●出 席 委 員 岩井教育長、加藤教育長職務代理者、関井委員、関委員、

渡委員

●会議に参与した者 奈良次長、濱田主幹

岩井教育長

全員

岩井教育長

全員

岩井教育長

全員

岩井教育長

全員

岩井教育長

午後１時 22 分、開会を宣言。出席者は教育長及び教育委員４名であり、

過半数に達しており、会議は成立した旨を宣する。

日程第１、会期決定を上程。会期は、本日１日限りとする旨を宣する。

日程第２、会議録承認を上程。

異議なきかを問う。

なし。

日程第２、会議録承認について承認する旨を宣する。

日程第３、教育長事務報告について上程。

議案により 12 件について説明。

質疑なきかを問う。

なし。

日程第３、教育長事務報告について承認する旨を宣する。

日程第４、報告第１号 令和３年度いじめ問題の取組に関する件につい

て上程。

本件について、秘密会として取り扱うことに異議なきかを問う。

異議なし。

本件は、秘密会として取り扱うこととします。

～秘密会により割愛～

日程第４、報告第１号 令和３年度いじめ問題の取組に関する件につい

て承認する旨を宣する。

日程第５、議案第１号 令和３年度仁木町民スキー場の開設期間に関す

る件について上程。

議案により説明。

質疑なきかを問う。

なし。

日程第５、議案第１号 令和３年度仁木町民スキー場の開設期間に関す
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奈良次長

岩井教育長

全員

岩井教育長

奈良次長

岩井教育長

全員

岩井教育長

全員

岩井教育長

全員

岩井教育長

関井委員

岩井教育長

る件について承認する旨を宣する。

日程第６、議案第２号 令和３年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第

５号）のうち、教育費に係る意見聴取に関する件について上程。

事務局に説明を求める。

議案により説明。

質疑なきかを問う。

なし。

日程第６、議案第２号 令和３年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第

５号）のうち、教育費に係る意見聴取に関する件について承認する旨を宣

する。

日程第７、議案第３号 令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調

査「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載に関する件について上

程。

事務局に説明を求める。

議案により説明。

質疑なきかを問う。

なし。

日程第７、議案第３号 令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調

査「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載に関する件について承

認する旨を宣する。

日程第８、協議案第１号 当面する教育諸問題に関する件について上程。

本件について、秘密会として取り扱うことに異議なきかを問う。

異議なし。

本件は、秘密会として取り扱うこととします。

～秘密会により割愛～

次に、２ 当面する行事日程について説明。

令和４年第１回仁木町教育委員会定例会の日程は、１月 18 日（火）の午

前９時 30 分から開催することといたします。

３ その他について説明。

質疑なきかを問う。

なし。

各委員から報告等なきかを問う。

銀山の方は義務教育化に進むという方向で良いと思うが、仁木の小中は

どうなのか。

今のところ仁木小中学校は、文科省でも推奨している取り組みであるた

め、小中一貫教育をしていくということで提案したいと思います。現実的
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関井委員

岩井教育長

関井委員

岩井教育長

関井委員

岩井教育長

全員

岩井教育長

に義務教育学校とした場合、１つの校舎にするのは難しいのではないかと

思います。この後説明があると思いますが、保育所と学童保育が小学校の

向かい側に建ちます。学童保育と小学校の位置関係は近い方が良いと思い

ますが、仁木小学校の位置に小学校と中学校の機能を持たせることになっ

た場合、敷地が全然足りないという結果報告があります。また、中学校の

方に小学校の機能を持たせるのであれば、敷地的には少し余裕があると思

いますが、そこから学童保育に通うのは現実的にどうなのかということを

考えると、義務教育学校にするのは少し難しいのではないかと思っており

ます。新たな学校づくりということで別に敷地を設けた場合、学童保育と

の関連性という部分でそれだけの敷地がこの辺ではないと考えたときに

は、小中一貫教育の推進ということで進めていくのがベターだと思ってお

ります。

小中一貫教育というのは今の現状と変わらないということか。

現状とは変わりませんが、カリキュラムの一貫性という部分では今は連

携という形で行っており、小中一貫教育の場合は乗り入れ授業なども今以

上に頻繁にできるようになると思いますので、小学校中学校の接続関係な

どは容易になってくると思います。ただ、全体的に見たときに本当に変わ

ったというイメージはなかなか湧かない感じはすると思います。

そのような説明も運営協議会で話し合ったりしないのか。

運営協議会では小中学校併せた中での学校の経営方針などの審議はして

います。町の教育基本方針が策定された段階では、情報提供ということで

それぞれの運営協議会にお話して、教育委員会ではこのような考えで進み

ますという話はしていきたいと思いますが、今の段階ではそこまでの話は

していない状況です。

銀山ばかり制度的に話をしていても、建物ありきになってしまう気がす

るので、本町でも何か仕掛けておいた方が良いのではないかと思う。

正直な話をすると建物ありきの話ではありますが、先日視察に行ってお

わかりになったとおり学校の教育の仕方というのが、例えば先生に余剰が

出て配置を変えることによって、子どもたちに良質で手厚い教育を進める

ことができるというのは、義務教育学校をつくることによる１つの大きな

メリットだと思います。ただ、仁木小中学校で小中一貫教育にしたときの

メリットというのが、そこまで手厚いものではないということは我々も話

す必要があると思いますし、仁木地区の保護者の皆さんにも一定程度理解

していただいた中で進めていくのが良いと思っておりますので、機会を得

ながらということでは考えております。

他に各委員から報告等なきかを問う。

なし。

日程第８、協議案第１号 当面する教育諸問題について協議を終了する
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（閉会 午後２時 41 分）

旨を宣する。

他になきことを認め、第 12 回仁木町教育委員会定例会を、閉会する旨を

宣する。


